
(57)【要約】

【課題】耐力と変形性能に優れ、施工性も良く安価な柱

構造を提供する。

【解決手段】床スラブ上面から上階梁２下端までを鋼管

４で被覆した鉄筋コンクリート造の柱１と、鉄筋コンク

リート造の梁２とを備える構造物に用いられるものであ

る。柱１内には、柱主筋５が、鋼管４の内周面に沿うよ

うに所定の間隔をおいて複数本配設されており、これら

は柱梁の仕口部を上下に貫通して階高中央部まで延在し

ている。上階の柱梁の仕口部を貫通する柱主筋５の下端

と、下階の柱梁の仕口部を貫通する柱主筋５の上端とは

接合されておらず、無筋部分を有している。さらに、当

該無筋部分の鉛直方向の高さが、隣接する柱主筋５間で

重複しないように配慮されている。柱主筋５は、柱軸方

向に所定の間隔をおいて配設されたフープ筋６によって

拘束されている。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
床 ス ラ ブ 上 面 か ら 上 階 梁 下 端 ま で を 鋼 管 で 被 覆 し た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 と 鉄 筋 コ ン ク
リ ー ト 造 の 梁 と を 備 え る 構 造 物 に 用 い ら れ る 柱 構 造 で あ っ て 、
前 記 柱 内 の 柱 主 筋 が 、 前 記 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 に 不 連 続 部 分 を 有 し
、 且 つ 、 前 記 不 連 続 部 分 の 鉛 直 方 向 の 高 さ が 、 隣 接 す る 柱 主 筋 が 有 す る 不 連 続 部 分 の 鉛 直
方 向 の 高 さ と 重 複 し な い よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 柱 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 柱 構 造 に お い て 、
前 記 鋼 管 の 内 面 に 突 条 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 柱 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 柱 構 造 に お い て 、
前 記 鋼 管 の 内 面 に リ ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 柱 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 柱 構 造 に お い て 、
前 記 鋼 管 の 内 面 に 板 状 体 若 し く は 棒 状 体 を 突 設 す る こ と を 特 徴 と す る 柱 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 柱 構 造 に お い て 、
前 記 鋼 管 が 、 前 記 鋼 管 の 上 下 端 に 備 え る 弾 性 体 を 介 し て 前 記 梁 と 当 接 す る こ と を 特 徴 と す
る 柱 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 柱 構 造 に お い て 、
前 記 柱 の 軸 方 向 両 端 部 に お け る フ ー プ 筋 が 、 前 記 柱 の 軸 方 向 中 央 部 に お け る フ ー プ 筋 に 比
し て 密 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 柱 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 柱 構 造 に お い て 、
上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋 と 、 下 階 の 柱 梁 の 仕
口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋 と は 、 主 筋 本 数 お よ び 主 筋 径 の 少 な
く と も い ず れ か を 異 に す る こ と を 特 徴 と す る 柱 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 柱 構 造 に お い て 、
上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋 と 、 下 階 の 柱 梁 の 仕
口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋 と が 、 一 部 接 合 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 柱 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 床 ス ラ ブ 上 面 か ら 上 階 梁 下 端 ま で を 鋼 管 で 被 覆 し た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 と
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 梁 と を 備 え る 構 造 物 に 用 い ら れ る 柱 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
鋼 管 内 に コ ン ク リ ー ト を 充 填 し た コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼 管 柱 は 、 通 常 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造
の 柱 と 比 較 し て 優 れ た 変 形 性 能 を 有 す る こ と で 知 ら れ て い る 。 コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼 管 柱 は
、 梁 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 を 採 用 す れ ば 、 梁 施 工 に 通 常 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 施 工 手 順
を ほ ぼ そ の ま ま 適 用 す る こ と が で き る う え 、 鉄 骨 梁 を 採 用 す る 場 合 に 比 べ て コ ス ト ダ ウ ン
を 図 る こ と が で き る 。
こ の よ う な コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼 管 柱 と 梁 と の 接 合 部 で は 、 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 方 向 に 貫 通
す る 柱 主 筋 の 両 端 部 を 柱 の 鋼 管 内 に 挿 入 し て 定 着 し て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 平 １ １ － ２ ２ ９ ４ ９ ５ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の 構 造 で は 、 柱 の 内 法 高 さ の 中 央 部 が 無 筋 で あ る た め 、 引 張 り 力 に 対
す る 抵 抗 力 が 小 さ い と い う 問 題 が あ る 。 さ ら に 、 耐 火 被 覆 を 省 略 し た 場 合 に は 、 火 災 時 の
荷 重 支 持 機 能 も 大 き く 低 下 す る 問 題 も あ る 。
本 発 明 は 、 上 述 す る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 耐 力 と 変 形 性 能 に 優 れ 、 施 工 性 も 良
く 安 価 な 柱 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 で は 、 床 ス ラ ブ 上 面 か ら 上 階 梁 下 端 ま で を
鋼 管 で 被 覆 し た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 と 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 梁 と を 備 え る 構 造 物 に 用
い ら れ る 柱 構 造 で あ っ て 、 前 記 柱 内 の 柱 主 筋 が 、 前 記 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高
中 央 部 に 不 連 続 部 分 を 有 し 、 且 つ 、 前 記 不 連 続 部 分 の 鉛 直 方 向 の 高 さ が 、 隣 接 す る 柱 主 筋
が 有 す る 不 連 続 部 分 の 鉛 直 方 向 の 高 さ と 重 複 し な い よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
こ こ で 、 不 連 続 部 分 と は 、 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る
第 一 柱 主 筋 と 、 下 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 第 二 柱 主 筋
と が 継 手 を 形 成 し て い な い た め に 、 前 記 第 一 柱 主 筋 下 端 と 前 記 第 二 柱 主 筋 上 端 と の 間 に 発
生 す る 無 筋 部 分 の こ と で あ る 。 ま た 、 階 高 は 、 あ る 階 の 床 面 か ら 直 上 階 の 床 面 ま で の 高 さ
で あ り 、 鉛 直 方 向 の 高 さ は 床 面 か ら の 高 さ で あ る 。
本 発 明 に よ れ ば 、 柱 主 筋 の 不 連 続 部 分 の 鉛 直 方 向 の 高 さ を 、 全 て の 柱 主 筋 に つ い て 同 じ に
す る の で は な く 、 高 低 差 を つ け る こ と に よ り 、 重 ね 継 手 と 同 様 の メ カ ニ ズ ム が 形 成 さ れ る
。 つ ま り 、 柱 主 筋 の 不 連 続 部 分 に 高 低 差 を つ け る こ と に よ り 、 柱 主 筋 間 の コ ン ク リ ー ト を
介 し て 、 隣 接 す る 柱 主 筋 と の 間 で 引 張 り 応 力 の 伝 達 が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 柱 主
筋 を 接 合 し な い た め 、 主 筋 長 さ や 主 筋 の 配 置 が あ る 程 度 ず れ て い て も 施 工 上 、 支 障 を 生 じ
る こ と は な い 。
ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 で は 、 前 記 鋼 管 の 内 面 に リ ブ の よ う な 突 条 部 を 有 し て い て も よ
い 。
本 発 明 に よ れ ば 、 鋼 管 内 面 を リ ブ 付 き と す る こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト と 鋼 管 の 付 着 力 が
大 き く な る 。 ま た 、 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋
に 作 用 す る 応 力 は 、 リ ブ 付 き 鋼 管 を 介 し て 、 下 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中
央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋 に 伝 達 さ れ る た め 、 引 張 り 力 が 作 用 す る 場 合 で も 柱 主 筋 同 士 の 接
合 は 不 要 と な る 。
あ る い は 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 で は 、 リ ブ 付 き 鋼 管 に 代 え て 、 前 記 鋼 管 の 内 面 に 平 板 な ど
の 板 状 体 若 し く は 鉄 筋 な ど の 棒 状 体 を 溶 接 な ど の 固 着 手 段 に よ り 突 設 し て も よ い 。
ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 で は 、 前 記 鋼 管 が 、 前 記 鋼 管 の 上 下 端 に 備 え る ゴ ム な ど の 弾 性
体 を 介 し て 前 記 梁 と 当 接 し て い て も よ い 。
本 発 明 に よ れ ば 、 鋼 管 の 上 下 端 に ゴ ム な ど の 弾 性 体 を 備 え る こ と に よ り 、 鋼 管 が 梁 と 接 触
し な く な る た め 、 鋼 管 の 支 圧 に よ っ て 梁 の コ ン ク リ ー ト が 圧 壊 す る の を 防 止 す る こ と が で
き る 。 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 鋼 管 が 、 せ ん 断 力 に は 抵 抗 す る が 軸 力 を 負 担 し な い た め 、 ６
～ ９ ｍ ｍ 程 度 の 薄 い 肉 厚 の 鋼 管 を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 鋼 管 の 重 量 が 低 減
さ れ 、 運 搬 や 揚 重 が 容 易 に な る と と も に 、 コ ス ト 低 減 が 図 ら れ る 。
ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 で は 、 前 記 柱 の 軸 方 向 両 端 部 に お け る フ ー プ 筋 が 、 前 記 柱 の 軸
方 向 中 央 部 に お け る フ ー プ 筋 に 比 し て 密 に 配 さ れ て い て も よ い 。
鋼 管 の 上 下 端 で は 、 鋼 管 に よ る コ ン ク リ ー ト の 拘 束 効 果 が 小 さ く 、 柱 の 中 央 部 に 比 べ て 柱
の 上 下 端 に お い て 、 フ ー プ 筋 を 密 に 配 す る も の で あ る 。
ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 で は 、 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延
在 す る 柱 主 筋 と 、 下 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋 と
に お い て 、 主 筋 本 数 お よ び ／ ま た は 主 筋 径 を 変 化 さ せ て も よ い 。
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本 発 明 に よ れ ば 、 柱 の 上 部 と 下 部 に お い て 、 柱 に 作 用 す る 断 面 力 が 大 き く 変 化 す る 場 合 に
は 、 柱 主 筋 の 不 連 続 部 分 を 境 に し て 主 筋 本 数 お よ び ／ ま た は 主 筋 径 を 変 更 す る こ と に よ り
、 合 理 的 な 設 計 が 可 能 と な る 。
ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 で は 、 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延
在 す る 柱 主 筋 と 、 下 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋 と
が 、 圧 接 や 溶 接 や 機 械 式 継 手 な ど の 接 合 手 段 を 用 い て 、 一 部 接 合 さ れ て い て も よ い 。
本 発 明 に よ れ ば 、 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 か ら の 柱 主 筋 と 下 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 か ら の 柱 主 筋 の
一 部 を 接 合 す る こ と に よ り 、 大 き な 引 張 り 軸 力 に 抵 抗 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 の 第 一 実 施 形 態 を 示 す も の で あ り 、 （ ａ ） は 立 断 面 図 、 （ ｂ
） は ａ － ａ 線 矢 視 図 、 （ ｃ ） は ｂ － ｂ 線 矢 視 図 、 （ ｄ ） は 鋼 管 下 端 部 の 断 面 図 で あ る 。 な
お 、 図 １ （ ａ ） に お い て 、 梁 配 筋 お よ び 上 下 階 の 柱 の フ ー プ 筋 は 省 略 し て い る 。
図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 ２ １ は 、 床 ス ラ ブ 上 面 か ら 上 階 梁 ２ 下 端 ま
で を 鋼 管 ４ で 被 覆 し た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 柱 １ と 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 梁 ２ と を 備 え
る 構 造 物 に 用 い ら れ る も の で あ る 。 柱 １ 内 に は 、 柱 主 筋 ５ が 、 鋼 管 ４ の 内 周 面 に 沿 う よ う
に 所 定 の 間 隔 を お い て 複 数 本 配 設 さ れ て お り 、 こ れ ら は 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階
高 中 央 部 ま で 延 在 し て い る 。 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 貫 通 す る 柱 主 筋 ５ の 下 端 と 、 下 階 の 柱
梁 の 仕 口 部 を 貫 通 す る 柱 主 筋 ５ の 上 端 と は 接 合 さ れ て お ら ず 、 無 筋 部 分 を 有 し て い る 。 さ
ら に 、 当 該 無 筋 部 分 の 鉛 直 方 向 の 高 さ が 、 隣 接 す る 柱 主 筋 ５ 間 で 重 複 し な い よ う に 配 慮 さ
れ て い る 。
柱 主 筋 ５ は 、 柱 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を お い て 配 設 さ れ た フ ー プ 筋 ６ に よ っ て 拘 束 さ れ て い
る 。 柱 軸 方 向 中 央 部 の フ ー プ 筋 ６ は 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 柱 主 筋 ５ の 一 部 を 取 り 囲
む 第 一 フ ー プ 筋 ６ ａ と 、 第 一 フ ー プ 筋 ６ ａ と 水 平 面 内 で 直 交 し 、 柱 主 筋 ５ の 一 部 を 取 り 囲
む 第 二 フ ー プ 筋 ６ ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 一 方 、 柱 軸 方 向 両 端 部 の フ ー プ 筋 ６ は 、 図 １
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 柱 軸 方 向 中 央 部 の フ ー プ 筋 ６ の 構 成 に 加 え て 、 柱 主 筋 ５ 全 て を 取 り
囲 む 第 三 フ ー プ 筋 ６ ｃ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら フ ー プ 筋 ６ の 間 隔 は 、 柱 軸
方 向 両 端 部 が 柱 軸 方 向 中 央 部 に 比 べ て 狭 く な っ て い る 。 こ れ は 、 鋼 管 ４ の 上 下 端 で は 、 鋼
管 ４ に よ る コ ン ク リ ー ト ３ の 拘 束 効 果 が 小 さ い た め 、 柱 １ の 中 央 部 に 比 べ て 柱 １ の 上 下 端
に お い て 、 フ ー プ 筋 ６ を 密 に 配 し た も の で あ る 。
図 １ （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 鋼 管 ４ は 、 肉 厚 ９ ｍ ｍ 程 度 の 角 型 鋼 管 で あ る 。 鋼
管 ４ と 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 梁 ２ と の 間 に は ５ ｍ ｍ 程 度 の 間 隙 が あ り 、 そ の 間 に は ゴ ム ７
が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ こ で 使 用 す る ゴ ム ７ は 、 耐 久 性 に 優 れ 、 ク リ ー プ 等 の 影 響 を 受
け に く い ウ レ タ ン 系 若 し く は ス チ レ ン 系 の 合 成 ゴ ム 等 を 使 用 す る 。
次 に 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ る 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
柱 主 筋 ５ が 有 す る 不 連 続 部 分 の 鉛 直 方 向 の 高 さ を 、 全 て の 柱 主 筋 ５ に つ い て 同 じ に す る の
で は な く 、 高 低 差 を つ け る こ と に よ り 、 柱 主 筋 ５ 間 の コ ン ク リ ー ト ３ を 介 し て 、 隣 接 す る
柱 主 筋 ５ と の 間 で 引 張 り 応 力 が 伝 達 さ れ 、 重 ね 継 手 と 同 様 の メ カ ニ ズ ム が 形 成 さ れ る 。 ま
た 、 地 震 時 に お け る 柱 の 曲 げ モ ー メ ン ト は 、 一 般 に 柱 頭 や 柱 脚 で 大 き く 中 央 部 で 小 さ い 逆
対 称 形 と な る 。 そ の た め 、 本 発 明 に お い て も 階 高 中 央 部 に 柱 主 筋 ５ の 不 連 続 部 分 を 配 置 し
て い る 。
鋼 管 ４ の 上 下 端 に は 、 ゴ ム ７ を 備 え る こ と に よ り 、 鋼 管 ４ が 梁 ２ と 接 触 し な く な る た め 、
鋼 管 ４ の 支 圧 に よ っ て 梁 ２ の コ ン ク リ ー ト ３ が 圧 壊 す る の を 防 止 し て い る 。
本 実 施 形 態 に よ る 柱 構 造 ２ １ で は 、 柱 主 筋 ５ の 不 連 続 部 分 の 鉛 直 方 向 の 高 さ に 高 低 差 を つ
け る こ と に よ り 、 柱 １ の ど の 高 さ に お い て も 無 筋 に よ る 危 険 断 面 が な く な り 、 耐 火 被 覆 が
無 く て も 火 災 時 の 荷 重 支 持 機 能 を 保 持 で き る 。 ま た 、 本 発 明 で は 、 柱 主 筋 ５ を 接 合 し な い
た め 、 柱 主 筋 ５ の 長 さ や 配 置 が あ る 程 度 ず れ て い て も 施 工 上 、 支 障 を 生 じ る こ と は な い 。
さ ら に 、 鋼 管 ４ に 薄 い 肉 厚 の も の を 使 用 す る こ と が で き る た め 、 鋼 管 ４ 重 量 が 低 減 さ れ 、
運 搬 や 揚 重 が 容 易 に な る と と も に 、 コ ス ト 低 減 が 図 ら れ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 ２ １ で は 、 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま
で 延 在 す る 柱 主 筋 ５ と 、 下 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱
主 筋 ５ と は 、 主 筋 本 数 お よ び ／ ま た は 主 筋 径 を 変 化 さ せ て も よ い 。
本 発 明 に よ れ ば 、 柱 １ の 上 部 と 下 部 に お い て 、 柱 １ に 作 用 す る 断 面 力 が 大 き く 変 化 す る 場
合 に は 、 柱 主 筋 ５ の 不 連 続 部 分 を 境 に し て 主 筋 本 数 お よ び ／ ま た は 主 筋 径 を 変 更 す る こ と
に よ り 、 合 理 的 な 設 計 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 ２ １ で は 、 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま
で 延 在 す る 柱 主 筋 ５ と 、 下 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱
主 筋 ５ と が 、 圧 接 や 溶 接 や 機 械 式 継 手 な ど の 接 合 手 段 を 用 い て 一 部 接 合 さ れ て い て も よ い
。
本 発 明 に よ れ ば 、 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 か ら の 柱 主 筋 ５ と 下 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 か ら の 柱 主 筋
５ の 一 部 を 接 合 す る こ と に よ り 、 大 き な 引 張 り 軸 力 に 抵 抗 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 降 の 図 に お い て 、 第 一 実 施 形
態 に よ る 構 造 と 同 一 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 用 い て 説 明 を 省 略 す る 。
図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 の 第 二 実 施 形 態 を 示 す も の で あ り 、 （ ａ ） は 立 断 面 図 、 （ ｂ
） は 鋼 管 断 面 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 ２ ２ で は 、 第 一 実 施 形 態 の 構 成 に 加 え て 、
鋼 管 ４ 内 周 に リ ブ ８ を 柱 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を お い て 有 し て い る も の で あ る 。 図 ２ （ ｂ ）
に 示 す よ う に 、 リ ブ ８ を 柱 軸 方 向 に 配 す る 間 隔 は ４ ０ ｍ ｍ 以 下 、 リ ブ ８ の 高 さ は ２ ． ５ ｍ
ｍ 以 上 が 好 適 で あ る 。
本 発 明 に よ れ ば 、 鋼 管 ４ 内 面 を リ ブ ８ 付 き と す る こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト ３ と 鋼 管 ４ の
付 着 力 が 増 大 す る 。 上 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て 階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋
５ に 作 用 す る 応 力 は 、 リ ブ ８ 付 き 鋼 管 ４ を 介 し て 、 下 階 の 柱 梁 の 仕 口 部 を 上 下 に 貫 通 し て
階 高 中 央 部 ま で 延 在 す る 柱 主 筋 ５ に 伝 達 さ れ る た め 、 引 張 り 力 が 作 用 す る 場 合 で も 柱 主 筋
５ 同 士 の 接 合 は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
あ る い は 、 リ ブ ８ 付 き 鋼 管 に 代 え て 、 鋼 管 の 内 面 に 板 状 体 若 し く は 棒 状 体 を 突 設 し て も よ
い 。 図 ３ （ ａ ） は 鋼 管 の 内 面 に 平 板 を 溶 接 す る 場 合 の 鋼 管 断 面 の 部 分 拡 大 図 、 図 ３ （ ｂ ）
は 鋼 管 の 内 面 に 鉄 筋 を 溶 接 す る 場 合 の 鋼 管 断 面 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
図 ３ （ ａ ） の 場 合 は 、 厚 さ ９ ｍ ｍ の 平 板 ９ を リ ン グ 状 に し て 鋼 管 ４ の 内 周 に 溶 接 し た り 、
ピ ー ス 状 に し て 、 例 え ば 柱 １ の 中 心 軸 を 回 転 軸 と し て ９ ０ 度 お き に 、 且 つ 、 柱 軸 方 向 に 所
定 の 間 隔 を お い て 溶 接 す る も の で あ る 。 一 方 、 図 ３ （ ｂ ） の 場 合 は 、 Ｄ １ ３ の 異 形 鉄 筋 １
０ を 鋼 管 ４ の 内 周 に 沿 っ て 、 且 つ 、 柱 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を お い て 溶 接 す る も の で あ る 。
リ ブ ８ を 有 す る 鋼 管 ４ を 使 用 す る 場 合 に 比 べ て 、 溶 接 な ど の 固 着 手 段 に よ り 板 状 体 若 し く
は 棒 状 体 を 鋼 管 ４ に 後 付 け す る ほ う が コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 耐 力 と 変 形 性 能 に 優 れ 、 施 工 性 も 良 く 安 価 な 柱 構
造 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 の 第 一 実 施 形 態 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 の 第 二 実 施 形 態 で あ る 。
【 図 ３ 】 平 板 若 し く は 鉄 筋 を 内 面 に 溶 接 し た 鋼 管 断 面 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … … 柱
２ … … 梁
３ … … コ ン ク リ ー ト
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４ … … 鋼 管
５ … … 柱 主 筋
６ … … フ ー プ 筋
６ ａ … … 第 一 フ ー プ 筋
６ ｂ … … 第 二 フ ー プ 筋
６ ｃ … … 第 三 フ ー プ 筋
７ … … ゴ ム
８ … … リ ブ
９ … … 平 板
１ ０ … … 異 形 鉄 筋
２ １ … … 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 の 第 一 実 施 形 態
２ ２ … … 本 発 明 に 係 る 柱 構 造 の 第 二 実 施 形 態
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

(7) JP 2004-332486 A 2004.11.25


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

